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学生座談会〈外大生の文学論〉
外大生の文学論「多文化の海をおよぐ」プレ座談会
自分を表す一冊―
まず自己紹介として自分を表す一冊を教えてください。
豊田
 
僕はロシア文学が専門ですが、ロ
シアへの関心と同じくらい、そこからはみ出す越境や、亡命といったことに関心があります。持ってきたのは島田雅彦さんの『ニッチを探して』ですが、この人の書く主人公はいつも捕えよう する何かから逃げている。どこにも属さな ことがアイデンティティなんです。それが少し自分らしいかなと
（笑）
。
野口
 
僕はアラビア語専攻です。今日は
今読んでる本を持ってきました。 『エル
倉畑
 雄太
（外国語学部ヒンディー語専攻卒業）
上
 まどか
（国際社会学部西南ヨーロッパ地域専攻四年）
立松
 実沙子
（言語文化学部日本語専攻四年）
聞き手
工藤
 順さん
（外国語学部ロシア語専攻卒業）
笠原
 未来歩さん
（外国語学部スペイン語専攻卒業）
野口
 雅貴さん
（外国語学部アラビア語専攻卒業）
豊田
 宏さん
（外国語学部ロシア語専攻卒業）
松尾
 風音さん
（言語文化学部フランス語専攻卒業）
昨今の文学を取り巻く状況は厳しいことに変わりはない。だが、文学を愛する人はいる。もちろん外大にも。今号の特集では、外大で開催された文芸フェスのオリジナルイベント「多文化の海をおよぐ」の参加者が集い、文学にかけるそれぞれの秘めたる思いを縦横無尽 語り合った。
サレムの秋』というイスラエル人が書いた小説で、イスラエルの人の日常を描いているんですが、その日常も政治と密接な関わりを持ってるという本です。今、越境という言葉が出ましたが、イスラエルも散らばっ ユダヤ人 集まって きた新しい国 んです。そういう意味でも興味深いです。笠原
 
僕はスペイン語を勉強していて、
ラテンアメリカ文学を主に研究していす。持ってきたのはガルシア?マルケスの『百年の孤独』です。選んだ理由は、いちばん読み返したからですね 何回も読み返したけど、それでも全部は理解できないし、いくつも解釈の可能性がある。
個人的には二〇一四年のメキシコ留学中にガルシア?マルケスが亡くなったというのもあり、思い入れがあります。工藤
 
ロシア語が専門です。僕は一冊の
本に自分を代表されたくないという切実な祈りを込めて、 『ペソア詩集』を持ってきました。ペソアのおもしろいところは、多くの異名を使って詩を書いているところです。豊田君の言葉を借りれば自分からの亡命というか、自分なんて のはない、みたいな感じの詩人です。松尾
 
私はフランス語専攻ですが、古典
から現代までの日本文学にも興味があります。本を読みはじめるきっかけとなった『赤毛のアン』を持ってきました。こ
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れはシリーズもので、アンが七五歳になるまで描かれているので、いろんな歳のアンと自分の歳を重ね合わせながら読むことができて、とてもお しろいなと思います。自分の中の文学の位置工藤
 
僕は文学に役に立ってもらいたく
ないんです。実生活で役に立つも であってほしくない。夢を見させてくれるものが文学で、役に立ったらそれまでなんじゃないか 。詩が大好きで読んでるんですけど、なぜかというと、詩っていちばん役に立たないからなんです。文学に対して、自分から ちばん遠いものであってほしいという願望があります。松尾
 
私は本の中に閉じこもっちゃいけ
ないと思う。本の聖地巡礼 好きなすが、やっぱり「書を捨てよ、町へ出よう」じゃないけど、書を持って街に出たいというか 本 現実世界とを切り離したくない。野口
 
それは僕でいうと、現実逃避
（笑）
。
笠原
 
自分にとっての文学は、ジュノ・
ディアスと考え方が似ていて、彼は文学
を怠け者のボンクラおじさんに例えています。文学って別に人生に必要ないんですよ。それは工藤君が言ったことと同じで、でも一度すごい本を読んじゃうと、それ以降の人生がそれなしでは生きていけないというか 一冊本を読んで、読んだフレーズがたびたび思い出されてしまう、ちょっとした呪いみたいな感じなのかなと思います。必要か必要でないかって言われたら、読むまでは必要では い。だから基本的には娯楽なんです。豊田
 
僕は本を読むことよりも本につい
てしゃべることのほうが好きかもしれない。それで今まで過ごしてきたのかもという気が ます。なので、本をなぜ読むのかって言わ たら、人 しゃべり いからなんですお気に入りの一節―
これまでに読んできた本の中で、心に残っている一節は何ですか。
笠原
 
夏目漱石の『それから』を持って
きました。いいなと思ったのは「僕の存在には貴方が必要だ。どうしても必要だ。僕はそれだけの事を貴方に話し い為に
わざわざ貴方を呼んだのです」という一節です。同じ日本にいても言語の越境性みたいなものがあると思う。今読んだころでも、 「僕の存在には」という言い回しは、現代 はあまり使いませ よね？
　 そういう日本語の原石のようなも
のが漱石の文章にはあります。今、僕らが使っている日本語と漱石の古風な日本語とのずれが心地よくて、漱石を読むのがすごく好きなんです。世界文学というと、どうしても多国間 共時的な越境性に目が向けられがちだけど、日本語にも通時的な越境性があると思うんです。これも一つの読み方だ 思います。野口
 『エルサレムの秋』では、日常の
描写の中に「エルサレムへの非難」とう章がいきなり出てきて 「エルサレムについて明確に立場を表明しなければいけない。無視して通 過ぎるわけにはいかない。エルサレムは難しい町。時として過酷な町だ エルサレムの慎み深さを信じては ら 穏やか 見えて穏やかではない。閉ざされた石造りの家々見るがいい」というふうに始まります。どうしても政治的な話になっちゃうんですけど、アラブとか中東って、今、いろ
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学生座談会〈外大生の文学論〉
いろな問題があるじゃないですか。文学も、それを避けては通れないんですよね。アラブ文学研究者の岡真理さんは、サルトルの「アフリカの子どもが飢えて死んでいるのを前に文学は何 できるか」という問いを継承して、文学の可能性について書いています。 ラブや中東の文学は、目の前にあ 問題にどうしても関連してしまうと うか、人間の普通の日常を描いていても、その土地に関する問題が背景に必ず立ち上がってくるんです。工藤
 
すごく個人的な一節になってしま
いました。 『ワーニャおじさん』という戯曲からで、日本でも青山真治監督がこれを演劇に ていてそれを観に行きました。就活中だったので、この一節を聞て感動してしまい、劇場で泣 いました。 「わたしたちは ワーニャおじさん、生きて行きま ょうよ。長い長い日々を、いつまでもつづく夜を生き 行きましょうよ。運命の試練にじ と耐えて行きましょうよ。いま 年とってからも、休むことなく人びとのために働きしょうよ。そして時が来たら、おとなく死んで行きましょうね」という一節で、あぁ、死ぬんだなって思って
（笑）
、感動
してしまったんです。チェーホフはよく絶望的な現実を書くんだけれど、決して諦めてないというか、根のところでは、人間に対する信頼があって、僕はホフがすごく好き んです。松尾
 
三島由紀夫の『金閣寺』を初めて
読んだときに、 「美と うものは こなに美しくないものだろうか」という一節に感銘を受けました。あと、小さい頃から百人一首が好きです。 秋風にたなびく雲の絶え間より／もれ出づる月の影のさやけさ」というのが心に残っています。日本語のサ行って澄んだ感じがしませんか？
　 「もれ出づる月の影のさやけ
さ」ってすごくきれいな日本語だと思ます。日本語 語感で好き なった することがけ こう多いかな。豊田
 
温又柔さんの『台湾生まれ
　 日本
語育ち』の中で、彼女が引用しているころです。孫引きにな ちゃうんだ ど、オルガ・トカルチュクっていうポーランドの作家がいて、彼女の作品の中に「彼女のラテン語の文章には、チェコ語とドイツ語とポーランド語の単語が、修道の焼くパンケーキのなかの干しブドウみたいにはさまっていた」という一節 あ
って、これを温さんが引いているのがすごくおもしろい。温さんは日本語で書く台湾出身の作家ですが、彼女の文章には、中国語と台湾語が干しブドウみたいにはさまっているんですね。それで、飛躍するんですけど、僕は世界文学とはレーズンパンみたいなものじゃないかと思っていて
（笑）
。あと、世界文学はわさびアイ
スであるとも思います。わさびアイスってわさびとアイスクリームを混ぜたわさび味のアイスなんだけど、わさびとアイスクリームって絶対一緒に食べ じゃないですか。そう うふ 出会 なものどうしが出会 た きに生まれる、新しい刺激のようなものが、僕は世界文学なんじゃ かと思っています。文学と言語の越境性豊田
 
今、英語が普遍的って言われてい
ますよね。英語で書くことでグローバルに作品が流通している。でも、その中で、ボスニアとか少数言 の地域からアメリカに亡命してきて、英語で書いてる作家がいるんです。彼らは英語の中に自分の母語を異質的 混ぜて、新 い表現を生
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み出しています。こういうのが最近ちょっと流
はや
行ってるのかなと思います。
工藤
 
ドゥルーズとガタリが「マイナー
文学」という言葉で表現しているのですが、少数言語話者が大きな言語を使って作品を書くこ で、大きな言語自体に変革をもたらしてしまうことがある。それを戦略的に使った作家、たとえばカフカみたいな少数言語圏の作家には、少数語の話者でありな も大きな現実さえ変えてしまう潜在 な力がある 思います。松尾
 
今みなさんが、いろんな言語と交
わる中で言語が変わっていくという話をしていたと思います。日本語って確かに翻訳とかで変わっていきますよね。ただ、ドナルド・キーンさんが挙げていたロボットの例だ 、外来語 カタカナで書かれてしまうから、ロボット 日本語じゃないっていうのは一目ですぐに分かってしまう。日本語って、他の言 を取り込んだとしても、異質性が残ってしまうんじゃないかってことを言っていて、確かになあと思い した。―
文学と言語、あるいは地域性というのは密接な関係にあるんですね。
工藤
 
そうですね。ただ、ある特定の言
語でしか描き出せない現実とか、ある特定の地域にしか通用しない現実なんて、たぶんなくて、その点ではすべての文学は普遍なんだと思う。でも、あらゆるものが含み込まれるような普遍なんてものも、たぶんないと思っ いて
（笑）
。だか
ら異国情緒とか普遍なんてものも、今ではもうなんだか分からなくなってきてるんじゃないかなと思ってます。ただ僕は作家がロシア出身 ら読みたい と 、バスク語で書いてるからちょっと読みたいなとか思う気持ちはあるし、そはもしかしたらエキゾチシズムと呼ばれるのかもしれ い。野口
 
さっき挙げた『エルサレムの秋』
の場合だと、自分の専門が中東 のでそこから入っていきました。で、思いがけず、地域性に囚われないものに出会ったと感じています。これはイスラエルの作品だ ど アラブ文学を見てみると、どれも癖が強い。どこの土地で そ 土地の土着の文化ってあるんだけど、日本と大きく違っているから、アラブ人が普通のことを書いていても、日本とはまったく違う情景が立ち現われてくる。
笠原
 
アルゼンチン文学を書こうとする
ときに、そこにアルゼンチン固有の伝統、ガウチョであるとか平原を盛り込む必要はない 、ボルヘスが言っています。その一例として挙げていたのが、シェイクスピア イギリスの作家だけれども、舞台を北欧にしたりイタリアにしたりしも、イギリス文学の名著とし ちゃんと残っているだろうということ。だから、あんまり言語とか地域性一辺倒で、それをその文学の本質として見るということにも危険性があるとは思うんですよね。世界の文学は読み尽くせな豊田
 
世界の文学って多すぎて一人では
絶対に読めないんですよ。僕も「世界文学全部読むぞ」みたいな感じで図書館から本をたくさん借りてきて、二週間で挫折しました。それよりもみ で話したほうがおもしろいし、効率もい と思う。工藤
 
たぶん、 「これが世界文学だ！」
と言えるような確固としたものはなくて、読んでいくプロセスにあるというか、みんなが読むプロセス んだ 思います。
―
二〇一六年二月一五日
　 出版会にて
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多文化の海をおよぐ
東京国際文芸フェスティバル 2016　オリジナルイベント開催
　2016 年 2 月 27 日に東京外国語大学のアゴラグローバルにて
「多文化の海をおよぐ」が開催されました。「多文化の海をおよ
ぐ」とは、文学好きのための新しい交流の場であり、「読書会」
と「講演会」の中間を目指すものです。友達どうしでおこなう
ために親密である一方で閉鎖的な集まりである読書会と、作家
に会える貴重な機会である一方で作家から読者への一方的な対
話に陥りがちな講演会のあいだに、読者どうしの気軽で楽しい
交流の場をつくろうと考えました。「あ、文学をみんなで読む
って楽しいことなんだ！」という気づきを、参加者誰もが心の
中のどこかに持てるイベントを目指しました。
　第 1部「テーブルトークセッション」では、参加者それぞれが持参した「人にすす
めたい本」を紹介するなどして交流を深めました。第 2部「主催学生によるパネルデ
ィスカッション」では、イベントを主催する学生が「世界文学の現在、未来」について
話し合いました。第 3部「懇親会」では、席を離れて参加者が自由に歩き回り、多く
の人と交流しました。それぞれのあいだに中国語、ベラルーシ語、ロシア語、ペルシア
語、ポーランド語による詩の朗読がおこなわ
れました。会場は文学について語る参加者の
熱気に、そして、本が好きな参加者どうしが
交流することで生まれた独特な優しい雰囲気
に包まれました。
　文学をめぐる状況は厳しさを増していますが、だからこそ「多文化の海をおよぐ」の
ような文学を読む人が集う場の存在意義はあると感じています。難破者の避難所のよう
なものかもしれませんが、それでもいいのです。こうした場に見知らぬ人たちが新しい
出会いを求めてたくさん集まってくれる、その事実こそが文学への強力な援護射撃とな
るのですから。
私たちは、「多文化の海をおよぐ」の試みを
継続させていただきたいと考えています。そ
こで、次回のイベントの協力者を探していま
す。興味のある方は以下のアドレスまでご連
絡ください。polylit2016@gmail.com
☜テ ブールトー クセッション
みなさん自分の好きな本に
ついて熱く語っていました
パネルディスカッション☞
脱線しながらもおもしろい
話がたくさん出ました
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